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行動計量学の将来に期待する 
 

繁桝 算男 

行動計量学会の理事長という大役を拝命してか

ら，3 年間が過ぎました．就任当初はかなり長い

時間の余裕があるように感じましたが，過ぎてみ

ると，この3年間はあっという間でした．時間感

覚は妙なもので，そこにたくさんの思い出が詰ま

っていれば，長く感じます．ということは，感じ

る時間の短さは思ったほど学会のために達成した

ことが少なかったことの証左かもしれず，反省し

ております． 

退任のご挨拶を書いていると，あらためて行動

計量学という学会名に思いが至ります．学会発足

時の造語ですが，いまでは，大学や研究所の求人

情報にも行動計量学という名称が使われるほどに

定着しました．統計学はデータから合理的な結論

を導くための方法論の基盤ですから，ほとんどす

べての学問の基本です．特に，人文・社会科学で

は統計学は重要です．この分野では，多様なデー

タに対し，統計理論的には同種の方法が様々な形

で使われています．これらの種々の方法を統合的

な観点から見ることのできる学問分野の名称とし

て，理に適っているのが行動計量学です．心理学

も社会学も，そして，経済学も，さらに，生物学

も医学も扱う観測データを(多少の無理があって

も)行動データと呼ぶことが可能です．たとえば，

経済学と心理学がドッキングしてできた分野は行

動経済学と呼ばれています． 

そういうわけですから，行動計量学は，統計的

手法の数理的性質を極め，統計学の理論を数理的

に支えるというよりも，人に関連する実質科学の

発展や解決を要する世の中の問題の解決のために，

いかに有効なデータ解析の技法を利用し，あるい

は，必要があれば開発するかが肝心です．そのた

めには，統計学だけではなく，それぞれが属する

実質科学における学問の先端的発展に通暁し，か

つ，鋭敏なアンテナで現代の社会の抱える問題を

キャッチする必要があるでしょう．行動計量学会

はそのような動機付けを持つ研究者，実践家の集

まりとして，将来も発展し続けることでしょう． 

私の任期が始まる前に，前の理事長の岡太先生

の指示で，第2次活性化委員会が発足し，将来構

想をまとめました．この答申では，組織運営・広

報・年次大会・合宿セミナー・学会誌・国際化な

ど広範なテーマについて，将来の夢を描くことよ

りも，実際に実行できることを中心に提言が述べ

られています．この答申には各委員会が真摯に対

応していただき，多くのことが実現しました．い

くつか例を挙げますと，年次大会では，ポスター

発表やラウンドテーブルでの発表が始まりました．

また，雑誌Behaviormetrikaはインパクト指数を

上げるべく，画期的な改革が行われ，国際的スタ

ンダードを満たす専門誌に発展しました．この 3

年間にどれだけのことが実現し，どれだけのこと

が実行されていないか？あるいは，また，状況の

変化によって修正すべき項目などなどはないかに

ついてきちんと総括し，次期の執行部の戦略作り

の参考になれればと思っています． 

繰り返しになりますが，理事長を退任し，やる

べきことがまだまだ多いと思うからこそ，行動計

量学会の将来の発展に期待するところが大きいの

です．諸科学が持つデータの変数や観測対象の数
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がまずます多くなり，また，政策決定のために政

府・企業が収集するデータも膨大な数になります．

現代社会が抱える問題は複合的であり，“行儀のよ

い”データを扱う従来の統計理論では的確に処理

できません．また，人文・社会科学では，データ

の再現性可能性に対して疑念が沸き起こっていま

す．このようなことが原因で，膨大なデータから

適切なモデルを作り，実質科学上，また，実践上，

有益な知見を得る方法がかってないほどの強さで

要求されています．このような時代の要請にこた

えることができるかどうかに，常に新しい動きを

求める行動計量学会の真価が問われることになり

ます． 

 

繁桝算男 

（しげます・かずお） 

1974年University of Iowa， 

Ph.D． 1975 年東北大学教

育学部講師，助教授．1983

年東京工業大学工学部 助

教授，教授．1995年東京大

学教養学部教授，総合文化

研究科教授，名誉教授．2009

年帝京大学文学部教授．

2017年慶應義塾大学社会学研究科訪問教授． 

 

 

役員異動のお知らせ 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・学会賞選考委員会 

委員長 岩﨑 学（就任） 

委員長 足立 浩平（退任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第一報） 

 

運営委員長 笛田 薫（滋賀大学）  

実行委員長 鎌倉稔成（中央大学）  

プログラム委員長 汪 金芳（千葉大学） 

 

1. 2018年度統計関連学会連合大会について 

2018年度統計関連学会連合大会は，応用統計学会，

日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日本行動

計量学会，日本統計学会，日本分類学会の共催によ

り，2018年 9月9日 (日) から13日 (木) まで開

催いたします．会場は中央大学後楽園キャンパス 

（http://www.chuo-u.ac.jp/access/kourakuen/） 

で，初日の9月9日はチュートリアルセッションお

よび市民講演会を，9月 10日から13日までは，本

大会として一般講演や企画セッション，コンペティ

ションセッション，ソフトウェアセッションなどの

開催を予定しています．講演数が増えたことから，

今年度は本大会の日程を4日といたします． 

 

2. 一般講演や大会参加について 

一般講演や参加の事前申込，報告集原稿提出は今

後開設するホームページ上で行います．一般講演申

込の締め切りを5月下旬（予定）とし，それ以降に，

報告集原稿提出および参加の事前申込の締め切りを

設定いたします. 発表を計画されている方は予定に

組み込んでいただければ幸いです．確定した期日や

具体的な企画は，3 月上旬ごろに発行予定の第二報

でお知らせいたします． 

 

3. 各種企画について 

本大会においても従来の大会と同様に，チュート

リアルセッション，市民講演会，企画セッション（4

月上旬に締め切りを設定予定），コンペティションセ

ッション，ソフトウェアセッションなどを予定して

います．何かご意見やご提案をお持ちの方はプログ

ラム委員会（kikaku2018(at)jfssa.jp）までお知ら

せください（(at)を@に置き換えてください）．各種

企画の詳細は，第二報でお知らせいたします． 

 

 

http://www.chuo-u.ac.jp/access/kourakuen/
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日本行動計量学会第46回大会のお知らせ 

 

大会実行委員長 

星野 崇宏（慶應義塾大学経済学部） 

 

2018年度の第46回行動計量学会大会につきま

して，大会日程が決まりましたのでお知らせ致し

ます．会員の皆様にはぜひ積極的にご周知を賜り

ますようお願い申し上げます． 

 

○大会開催要項 

日 時：2018年9月3日(月)～9月6日(木) 

場 所：慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区

三田2-15-45） 

大会実行委員長：星野崇宏 (慶應義塾大学) 

アクセス： 

https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html 

 

○大会日程 

1/25（木）Web公開 

3/1（木）特別セッション（口頭，ラウンドテーブ

ル）の企画募集開始 

4/2（月）大会参加事前申込，一般発表申込，抄録

原稿受付，チュートリアルセミナー参加申込，各

種開始 

4/26（木）特別セッション企画募集締め切り 

5/31（木）一般研究発表申込締め切り 

6/18（月）抄録原稿提出締め切り 

6/29（金）速報版プログラムのウェブ公開予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/27（金）プログラム冊子送付予定 

8/3（金）事前参加申込締め切り 

8/7（火）事前参加費振込み締め切り 

9/3（月）～9/6（木）第46回大会（3日はチュー

トリアルセミナー） 

 

三田キャンパスは品川駅と浜松町から山手線で

それぞれ一駅と，新幹線や羽田空港からの便もよ

く，東京での大会としては地方の先生方の移動の

ご負担を最小限にできると考えます．アクセスに

ついては詳しくは本学のウェブサイトをご覧下さ

い．さて，今回の大会にも前回大会と同様に「特

別講演：柳井レクチャー」，「大会シンポジウム」

等の企画を用意しております．また好評の「ポス

ターセッション」，「ラウンドテーブルディスカッ

ション」についても継続致します． 

 

行動計量学が人間行動に関わる実証科学とその

社会への応用還元を行う学問としてさらに発展す

る契機になる本大会を盛り立てるべく，実行委員

一同，最善を尽くす所存です．ぜひ多くの方々の

ご発表とご参加をお待ち申し上げます． 

 

日本行動計量学会第46回大会 

大会実行委員長 星野崇宏（慶應義塾大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html
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運営委員会より 

 

2017秋の行動計量セミナー開催報告 

実行委員長 横山 暁（青山学院大学） 

 

2017年11月25日と26日の2日間，青山学院

大学青山キャンパスにて 2017 秋の行動計量セミ

ナーを開催いたしました． 

行動計量学会では春に合宿セミナーを開催して

おりますが，合宿形式では参加がなかなか難しい，

という声も多数いただいておりました．そこで夏

には学会大会があることも考慮し，秋にスクーリ

ング形式のセミナーを開催するということになり

ました． 

セミナーは，25日は関西学院大学の吉田寿夫先

生による「統計的研究の方法に関する学びのあり

方・教育のあり方」，26 日は大阪大学の鈴木譲先

生による「R言語による実データの解析構造方程

式モデルとベイジアンネットワーク」を設定いた

しました．（26日にもう 1コース用意しておりま

したが，講師の先生のやむを得ない事情によりキ

ャンセルとなりました） 

吉田先生のコースは，統計教育に関する内容で

あり，参加者への抜き打ちテストがあり，そのテ

ストの内容に沿って講義が進められました． 

鈴木先生のコースでは，ベイジアンモデリング

について R の実習を通して理解を深める内容で，

鈴木先生が開発された R のパッケージ BNSL を

用いて解説がなされました． 広報が直前になった

にもかかわらず，60 名を超える参加者に恵まれ，

盛会のうちに終了いたしました．ご尽力いただき

ました講師の先生方には心より御礼申し上げま 

す． 

 

セミナー参加者の感想 

 

コースAに参加して 

山本美紀（帝京大学） 

本セミナーでは，吉田先生の統計教育に対する

信念と，これまで実施された抜き打ちテストの実

践事例を基に，学びのあり方・教育のあり方につ

いて講演が行われました．近年，教え方の工夫（ア

クティブラーニングなど）が求められるなかで，

吉田先生の「教える内容についての問い直し」，「意

味理解を重視した学習」とその『What & How ?』

の提言に触発され，大変有意義なセミナーでした． 

 

コースBに参加して 

加藤健太郎（ベネッセ教育総合研究所） 

本セミナーはベイジアンネットワークにおける

構造学習に焦点を当てたものでした．2 つのパー

トで構成され，パート1では構造学習のための代

表的なアルゴリズム／モデル（PC，FCI，および

LiNGAM），パート 2 では鈴木先生が開発された

RのパッケージBNSLが解説されました．いずれ

のパートにおいても，理論面の理解を助けるため

の要点が（難しい数学を使わずに）わかりやすく

示され，Rによる実データの分析実習も行われま

した．また，講義の最後の質疑応答では，主にユ

ーザーの視点から様々な質問が出され，鈴木先生

も丁寧に回答されていました．限られた時間では

ありましたが，学ぶところの多い，大変充実した

内容でした． 

 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長 中山厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．学会英

語名称・学会ロゴの変更に伴う更新を行うととも

に， 第46回大会や春の合宿セミナー，関連学会，

協賛イベントについての案内などのお知らせを掲

載いたしました．今後も会員の皆様に有益な情報

が提供できるよう引き続き Web ページの整備・

更新を行っていきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2017 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，若干

の変動はありますがおおむね前年度の配信数と同

程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業
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の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

学会Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会等の宣伝

活動を組織的に行っています．他学会のメーリン

グリストでの案内やWebでの広報を可能な限り行

っていきたいと考えています．皆様の加入されて

いる学協会で，本学会の行事をご案内できる場と

してお薦めのものがございましたら，広報委員会

までご連絡ください．今後の広報活動の参考にさ

せて頂きます． 

 

大会担当委員会の三年間の活動から 

 

大会担当委員会委員長  松本 渉（関西大学） 

 

3 年前より，森裕一前委員長（岡山理科大学）

の後任として大会担当委員会のお世話をさせて頂

きました．大会担当委員会の運営は，3 年前の会

報（145 号）でもご紹介しましたが，大きく分け

て以下の3つになります． 

1）大会開催候補地の選定すること 

2）大会運営を支援すること 

3）大会の魅力向上 

3 年間の活動につきまして，3 種類の業務別に

大会担当委員会の活動をご説明いたします． 

 

1) 大会開催候補地の選定 

今期の大会担当委員

会は，44 回～46 回の

開催地の選定を行いま

した．できるだけ新鮮

な開催地をということ

で，44回には初の札幌

学院大学での開催，45

回には初の静岡県での開催が実現しました． 

 

2）大会運営支援 

過去の大会担当委員会・実行委員会の努力によ

って，すでに①大会開催マニュアルの整備，②過

去の大会で使用したファイルの蓄積，③業務委託

先（国際文献社）のサポート体制の3つが整備さ

れてきました． 

今期の大会担当委員会は，これらを継承・発展

させ，各年度の開催校へ橋渡しを行うことを中心

にサポート業務を行ってきました． 

尾崎副委員長を中心とするプログラム編成，藤

井委員を中心とする広告・協賛受付，委員全員で

分担した各セッションの司会だけでなく，大会担

当委員が実行委員を兼任することで，大会運営面

での様々なサポートを行ってきました． 

 

 

 

 

近年の開催地 

回 会場 

46 慶應義塾大学 

45 静岡県立大学 

44 札幌学院大学 

43 首都大学東京 
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3）大会の魅力向上 

 主な改革は，以下の通りです． 

 

● 広告・協賛サービスの拡充 

2016年度の第44大会（札幌学院大学）から， 

「展示スペースのカタログ展示（カタログ，パン

フレットなど1点につき20,000円）」を受け付け

るようにしました． 

 さらに，2017年度の第45回大会では，他の種

別の協賛で 30,000 円以上ご協賛いただける場合

は，この「展示スペースのカタログ展示」につい

て1点まで無料（管理なし）というサービスもつ

けました． 

 また以前から受け付けていた「カンファレンス

バッグへのカタログ挿入」についても，アイテム

を追加する場合は，1点につき10,000円で追加で

きるように大口の協賛の魅力を高めました． 

 

● 会員特典がはっきりする料金体系 

2016 年度の第 44 大会（札幌学院大学）から，

チュートリアルと大会の両方に参加する会員は，

非会員よりも年会費相当安くなるようにしました． 

 

● WEB上でのプログラムの早期公開 

第44回大会以降，WEB上でプログラムが早期

公開されるようになりました．大会への参加者が

宿泊などの計画を立てやすくなっています． 

 

● 英語版の案内 

今後の本学会の国際化を促進するため，以下の

ような取り組みを行いました． 

・発表申し込みの案内に，日本語または英語で発

表できる旨を明記しました． 

・日本語を利用しない大会参加者でも発表申込み

がしやすいように，大会のトップページの中に英

文表記の PDF ページを追加し，非日本語利用者

にも大会の概要を理解できるようにしました． 

 

小生は，3 月で委員長の任期を終えますが，次

期の委員会でさらなる改革が達成されることを期

待いたします． 

 

 

【シリーズ海外レポート㉑】 

ミシガン大学滞在を振り返る① 

 

松本 渉（関西大学） 

 

私には，米国にあるミシガン大学社会調査研究

所の客員研究者（visiting scholar）という経歴が

あります．学位をとったわけではないので，留学

ではなく，いわゆる在外研究です．期間としては

2005年9月～2006年8月の1年弱です．前の職

場（統計数理研究所）で助手（その後法律改正で

助教）をしていた時期にあたります． 

10年以上前の話になりますが，当時のことを振

り返る機会もあまりありませんでしたので，海外

レポートのご依頼を頂いたのを機に，その頃を振

り返ってお話をしたいと考えて筆をとりました．

もともと広報委員長時代に私が企画したコーナー

でもありますので，広報委員を退く前に皆様のお

役に立つような話が一つでもご紹介できればとも

思っています．出国までのバタバタは今でも忘れ

られない思い出ですので，第1回は主にその話を

ご披露します． 

2005年といえば，前年の2004年に国立大学が

法人化し，同様に，大学共同利用機関（国立大学

等の「等」）である統計数理研究所も，情報・シス

テム研究機構という大学共同利用機関法人の一部

とされたばかりでした．文部科学省の在外研究員

制度も 2004 年になくなり，形を変えて「海外先

進教育研究実践支援プログラム」となりました．

ところがこれが大学，短期大学及び高等専門学校

大学のみを対象とした制度だったのです．大学共

同利用機関の分はどうなるのか疑問に思っていた

ところ，翌年の 2005 年の 5 月になって急遽「大

学教育の国際化推進プログラム(海外先進研究実

践支援)」という募集が始まりました．最終的には

これに採択されて渡米することになるのですが，

留意事項を見てびっくりです． 

派遣期間は、６ヶ月以上９ヶ月以内で、平

成17年度末(平成18年3月31日)までに事業

を完了する必要があります． 

案内のメールを受け取ったのは，2005（平成

17）年の5月19日です．つまり同じ年度内に，6

か月以上9か月以内派遣されてかつ年度末までに
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帰国する必要があるということです．9 か月派遣

されるには 7 月 1 日には出国せねばなりません．

最低限 6 か月派遣されるために遅くとも 10 月 1

日には出国することになります．出国の準備に 1

ヶ月を要することを考慮すると，どんなに遅くて

も8月には通知が来る計算になります． 

相当なスピード審査でしょう．申請書の所内の

締切も 5 月 25 日（水）までで，募集の連絡から

締切まで1週間もありませんでした．かなりスケ

ジュールがめちゃくちゃな応募です．よほど申請

をさせたくないのでしょうか？あるいは単に募集

するのを忘れただけではないかと思いたくなるよ

うな事案ですが，結局真相はわからないままでし

た． 

今の自分の生活では，そんな短期間の応募は絶

対に無理ですが，当時は授業を抱えていたわけで

もありませんし，他にもこれといったしがらみは

ありませんでした．聞いてみると，研究所の内部

でのハードルは低そうで，とにかく申請書を仕上

げさえすれば，所外の選考に載せてもらえそうな

感触でした． 

この時かなり悩んだと思いますが，逆にチャン

スとして考えたと記憶しています．どの程度の人

が応募資格を有するのかいまひとつ分からない募

集要項でしたが，見送る人は多いはずです．自分

自身も少しは躊躇したとは思いますが，その頃は

どうにかして海外で長期滞在したいと模索してい

た時期でもありました． 

また，自分の英語力では，英語の能力でふるい

にかけられるような制度では残れる自信はありま

せんでしたが，この方法なら何とかなるかもしれ

ないとも考えたと思います．大学院生の時に，イ

ギリスのエセックス大学で開催されていた統計学

のサマースクールに2回ほど短期留学（約2週間）

した経験もあり，その経験から何とか生活ぐらい

できるだろうという妙な度胸だけはありました． 

どこに行くかという問題もありましたが，幸い

当時大隅昇先生（統計数理研究所名誉教授）他数

名とSurvey Methodology (Groves et al, 2004)の

翻訳（後に，大隅昇監訳『調査法ハンドブック』

として朝倉書店から刊行）を出版する企画が持ち

上がっていた頃でしたので，そのご縁で著者の一

人であるMick Couper先生をご紹介いただき，急

遽連絡をとり，受け入れの暫定的な了解を得まし

た．上司である前田忠彦先生と大隅昇先生には本

当にお世話になったと思います．当時のメールを

読み直すと，私のメールが控えめすぎたせいもあ

って Couper 先生のお返事は何とも微妙な表現で

したが（数年後講演者として日本にご招待したり，

論文の執筆をお願いしたりするような関係になる

わけですが，もちろんこの時はそんなことをつゆ

とも想像しておりませんでした．），とにかく行き

先の目星はついたので大急ぎで書類をまとめて申

請を行いました． 

5 月下旬に申請したものの，案の定すぐには審

査結果の通知はありませんでした．7 月に入って

も通知はなく，9 か月という派遣期間はあっさり

絵に描いた餅となりました．これ以降だとどのみ

ち出国できないのでは・・と思い始めた2005年8

月3日，ようやく採択の連絡を受け取ったのです． 

採択の連絡があったものの，本当に出国できる

のかという現実的な問題がありました．前述した

ように6か月の派遣期間を確保する必要がありま

す．研究者として米国に入国するには，J-1 ビザ

が必要ですが，ビザの取得自体にも時間がかかる

上，ビザの申請には DS-2019 と財政上の英文証

明が必要です． 

ところが採択の連絡はあったものの交付額は未

定のままで，正式な決定は結局8/22までなされな

いような状態でした（下表参照）．とても財政支援

証明などをあてにできませんでしたので，大急ぎ

で銀行で英文残高証明書を発行してもらい，財政

上の英文証明についてはそれで急場を凌ぎました． 

 

上の表のように，飛行機および宿泊先の手配，

影響の出る関係者への調整なども行いながら，学

8/9 ミシガン大学からDS-2019関係の連絡 

8/15 DS-2019作成に必要な英文書類をメール送付 

8/22文部科学省から正式な交付内定通知 

8/24文部科学省への交付申請書提出 

8/27 日本行動計量学会第33回大会＠長岡で発表 

8/31 ミシガン大学からDS-2019を日本へ郵送 

9/5 DS-2019日本に届き，受領 

9/8 アメリカ大使館でビザ取得のための面接 

9/9 ビザ発行 

9/22 日本出国 
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会発表の準備もこなし，そしてどうにか1か月程

度の短い期間でJビザを入手して出国できました．

その時は，たまたま職場も大使館も同じ東京都港

区にあったので，効率よく予定を組めたようなと

ころもあります．普通はこうはいかないでしょう． 

ただし現地での住居については，日本出国前か

ら色々と探っていたのですが結局見つからず，入

国後数日間の宿だけ予約しておいて入国すること

になりました．結局，現地に着いてから大学周辺

で目についた不動産屋に電話し，業者に案内して

もらって，その場で住まいを決めました． 

 

図：最寄りのデトロイト空港の風景 

【教訓】私の場合，その当時は，長期で海外に出

るという目的ひとつに絞り，何とかならないか常

にアンテナをはっていました．また，私にしては

珍しくチャンスと見るやスピード勝負だと思って，

そのことをとにかく優先して話を進めたような気

がします．人生，一点突破でスピード勝負という

のがチャンスをつかむのに有効な時もあるという

ことでしょうか． 

今回紙幅の関係もあり，研究の話どころか，本

当に旅立ちまでの話ばかりで終わってしまいまし

た．次号以降で，その後の話をお話ししたいと思

います． 

 

松本渉（まつもと・わたる） 

関西大学総合情報学部教授 
東京大学大学院新領域創成科学研究

科博士後期課程修了．博士（国際協力

学）．統計数理研究所助手・助教を経

て，2010年4月関西大学総合情報学

部准教授，2017年4月より現職．2009

～2017年度日本行動計量学会理事・

広報委員．2012～2014年度同広報委

員会委員長・組織検討委員・大会担当委員．2012～2017年度

刊行物委員．2014年度同選挙管理委員長．2015～2017年度

同大会担当委員会委員長，和文誌副編集委員長． 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認ください． 

 

☆第12回日本統計学会春季集会  

開催日：2018年3月4日（日） 

開催場所：早稲田大学早稲田キャンパス 

http://www.jss.gr.jp/convention/ 

 

☆第41回社会言語科学会研究大会 

開催日：2018年3月10日（土）・11日（日） 

開催場所：東洋大学白山キャンパス 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆SRA Asia Conference 2018 (リスク分析学会ア

ジア大会2018) 

開催日：2018年3月13日（火）・14日（水） 

開催場所：関西大学高槻ミューズキャンパス 

http://www.sra-japan.jp/SRAAsia2018/ 

 

☆数理社会学会第65回大会 

開催日：2018年3月14日（水）・15日（木） 

開催場所：成蹊大学 

http://www.jams-sociology.org/ 

 

☆日本発達心理学会第29回大会  

開催日：2018年3月23日（金）～25日（日） 

開催場所：東北大学川内北キャンパス 

http://www.jsdp.jp/jsdp2018/ 

 

☆第13回日本感性工学会春季大会 

開催日：2018年3月27日（火）・28日（水） 

開催場所：名古屋大学工学部 

http://www.jske.org/taikai/jske13s/ 

 

☆応用統計学会2018年度年会 

開催日：2018年3 月28 日（水）  

開催場所：統計数理研究所 

http://www.applstat.gr.jp/annual/index.html 

 

 

http://www.jss.gr.jp/convention/
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.sra-japan.jp/SRAAsia2018/
http://www.jams-sociology.org/
http://www.jsdp.jp/jsdp2018/
http://www.jske.org/taikai/jske13s/
http://www.applstat.gr.jp/annual/index.html
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☆2018年度日本計量生物学会年会 

開催日：2018年3月29日（木）・30日（金） 

開催場所：統計数理研究所 

http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2018/index.ht

ml 

 

☆AAPOR 73rd Annual Conference 

開催日：2018年5月16日（水）～19日（土） 

開催場所：Sheraton Denver Downtown Hotel, 

Denver, Colorado  

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annu

al-Meeting.aspx 

 

☆日本方言研究会第106回研究発表会 

開催日：2018年5月18日（金） 

開催場所：日本大学文理学部 

http://dialectology-jp.org/ 

 

☆日本語学会2018年度春季大会 

開催日：2018年5月19日（土）・20日（日） 

開催場所：明治大学駿河台キャンパス 

https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018a/ 

 

☆日本計算機統計学会第32回大会 

開催日: 2018年5月26日（土）・27日（日） 

開催場所: 山口大学吉田キャンパス 

http://jscs.jp/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第103回

研究大会  

開催日：2018年6月2日（土）・3日（日） 

開催場所：大阪経済大学  

http://www.jims.gr.jp/ 

 

 

☆日本言語学会156回大会 

開催日：2018年6月23日（土）・24日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.ls-japan.org/ 

 

 

 

 

☆WAPOR 71th Annual Conference  

開催日：2018年6月27日（水）～30日（土） 

開催場所：Marrakesh, Morocco  

https://wapor.org/events/annual-conference/curr

ent-conference/ 

 

☆第27回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2018年7月7日（土）・8日（日） 

開催場所：姫路市市民会館 

http://www.knt.co.jp/ec/2018/27nkkg/ 

 

☆第59回日本社会医学会総会 

開催日：2018年7月21日（土）・22日（日）  

開催場所：獨協医科大学 

https://socmed59th.wixsite.com/soc59 

 

☆第50回日本医学教育学会大会  

開催日：2018年8月3日（金）・4日（土） 

開催場所：東京医科歯科大学 

https://site.convention.co.jp/50jsme/ 

 

☆日本看護研究学会第44回学術集会 

開催日：2018年8月18日（土）・19日（日） 

開催場所：熊本県立劇場 

http://jsnr44.umin.jp/index.html 

 

☆日本パーソナリティ心理学会第27回大会 

開催日：2018年8月26日（日）・27日（月） 

開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/27/ 

 

 

☆日本社会心理学会第59回大会 

開催日：2018年8月28日（火）・ 29日（水） 

開催場所：追手門学院大学 

http://www.socialpsychology.jp/ 

 

☆日本認知心理学会第16 回大会 

開催日：2018年9月1日（土）・2日（日） 

開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 

http://cogpsy.jp/ 

 

 

http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2018/index.html
http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2018/index.html
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://dialectology-jp.org/
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018a/
http://jscs.jp/
http://www.jims.gr.jp/
http://www.ls-japan.org/
https://wapor.org/events/annual-conference/current-conference/
https://wapor.org/events/annual-conference/current-conference/
http://www.knt.co.jp/ec/2018/27nkkg/
https://socmed59th.wixsite.com/soc59
https://site.convention.co.jp/50jsme/
http://jsnr44.umin.jp/index.html
http://conference.wdc-jp.com/jspp/27/
http://www.socialpsychology.jp/
http://cogpsy.jp/
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☆第28回日本家族社会学会大会 

開催日：2018年9月8日（土）・9日（日） 

開催場所：中央大学  

http://www.wdc-jp.com/jsfs/ 

 

☆2018年度日本テスト学会大会 

開催日：2018年9月8日（土）・9日（日） 

開催場所：東京家政大学板橋キャンパス 

http://www.jartest.jp/ 

 

☆2018年度統計関連学会連合大会 （日本行動計

量学会共催） 

開催日：2018年9月9日（日）～13日（木） 

開催場所：中央大学後楽園キャンパス 

http://www.jfssa.jp/ 

 

☆第32回日本音声学会全国大会 

開催日：2018年9月15日（土）・16日（日） 

開催場所：沖縄国際大学 

http://www.psj.gr.jp/jpn/ 

 

☆第91回日本社会学会大会  

開催日：2018年9月15日（土）・16日（日） 

開催場所：甲南大学 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 

 

 

☆日本教育心理学会第60回総会  

開催日：2018 年 9 月 15 日（土）～17 日（月・

祝） 

開催場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018

/top 

 

☆計量国語学会第62回大会  

開催日：2018年9月29日（土） 

開催場所：京都教育大学 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆日本国際政治学会2018年度研究大会 

開催日：2018年11月2日（金）～4日（日） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://jair.or.jp/ 

会員の著書等 

生田目崇（著）『マーケティングのための統計分析』，

オーム社，2017年11月 

 

 

 

松原望（著）『やさしく知りたい先端科学シリーズ

１ ベイズ統計学』，創元社，2017年12月 

 

 

 

広田すみれ・増田真也・坂上貴之（編著）『心理

学が描くリスクの世界 第３版』慶應義塾大学出

版会，2018年1月 

 

 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/
http://www.jartest.jp/
http://www.jfssa.jp/
http://www.psj.gr.jp/jpn/
http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
http://www.math-ling.org/
http://jair.or.jp/
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上藤一郎・西川浩昭・朝倉真粧美・森本栄一（共著）

『データサイエンス入門-Excelで学ぶ統計データの

見方・使い方・集め方-』，オーム社，2018年1月 

 

 

 

 

奥村晴彦・瓜生真也・牧山幸史（著），石田基広（監

修）『Data Science LibraryシリーズRで楽しむ

ベイズ統計入門 しくみから理解するベイズ推定

の基礎』，技術評論社，2018年1月 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2018年1月31日現在） 

正会員       ： 731名 （海外5含む） 

準会員       ： 65名  

名誉会員      ： 19名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 34名  

計         ： 870名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学およびそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号157号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報以来の受付ページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

 (おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 
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